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  四国電線株式会社の株式の取得（子会社化）及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成23年６月21日開催の取締役会において、以下のとおり、古河AS株式会社（以下、古河ASといい

ます。）及び東京特殊電線株式会社（以下、東京特殊電線といいます。）より四国電線株式会社（以下、四国電線

といいます。）の株式を1,656百万円で取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

 

 

１．株式の取得の理由 

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社 13 社により構成されており、電気・電子産業を

支えるエレクトリックワイヤーの全般と光中継システム等の伝送・放送機器及び電線ケーブル技術を応用した医

療チューブ等の製品の開発・設計・製造・販売・サービスを主たる業務としております。 

一方、四国電線は、衛星放送用、CATV用、車載用等同軸ケーブルの製造・販売を主たる業務としております。 

近年、車載機器のインテリジェント化により、自動車の情報機器化による進化が大きなテーマとなっておりま

す。現在は、自動車周りにおける情報の質や種類は限定的ですが、高度道路交通システム（ITS）の進化に伴い、

ナビゲーション・システムの高性能化や車載カメラの搭載台数の増加等が起こっており、自動車に必要とされる

情報の要素が変わってきております。車と道路とを情報で結び、交通安全、渋滞対策、環境対策などを目的とす

るサービスが本格化する中で、車載アンテナにより高速大容量のデータをやり取りする必要があり、官民それぞ

れにおいて必要なインフラ整備と端末の需要増大が見込まれます。 

このように、自動車の分野においても現在のインターネットの世界で起こっている情報量の飛躍的増加が波及

しており、当社が注力しているデータや速度等、精度の高い大容量高速デジタルケーブルの需要が増えていくと

考えております。 

今般、四国電線の株式を古河 AS 及び東京特殊電線より取得して、四国電線を当社グループに迎え入れること

により、両社が持つ技術力と生産力の相互補完によるシナジー効果が見込まれるとともに、特に今後大きな変化

が期待される自動車関連、ネットワーク関連市場の他、放送関連市場において競争力を高めることに大きく寄与

するものと考えております。 

 

なお、本件において、当社は野村證券株式会社をフィナンシャル・アドバイザーとして起用しております。 

 

 

２．異動する子会社（四国電線株式会社）の概要 

（１） 名 称 四国電線株式会社 

（２） 所 在 地 香川県さぬき市寒川町石田西 1576-５ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 佐々木 康裕 

（４） 事 業 内 容 衛星放送用、CATV 用、車載用等同軸ケーブル製造販売 

（５） 資 本 金 160 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成元年 10 月 16 日 

（７） 大株主及び持株比率 
古河AS株式会社  

東京特殊電線株式会社  

98.55％

1.45％

会 社 名 平河ヒューテック株式会社
代 表 者 名 代表取締役社長 隅 田 和 夫

（ コード番号：5821 東証第一部 ）

問 合 せ 先 取締役管理本部長 目 黒 裕 次

（  TEL. 03-5493-1711 ）

ito
新規スタンプ



 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３期 

 連 結 純 資 産 1,794百万円 2,209百万円 2,428百万円

 連 結 総 資 産 4,357百万円 4,618百万円 5,184百万円

 １株当たり連結純資産 650,100円 800,505円 879,907円

 連 結 売 上 高 5,874百万円 5,879百万円 6,547百万円

 連 結 営 業 利 益 339百万円 712百万円 617百万円

 連 結 経 常 利 益 252百万円 693百万円 589百万円

 連 結 当 期 純 利 益 128百万円 475百万円 332百万円

 １株当たり連結当期純利益 46,473円 172,173円 120,572円

 １ 株 当 た り 配 当 金 10,000円 15,000円 15,000円

（注）上記業績については、監査法人による監査は受けておりません。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１）古河ASの概要 

（１） 名 称 古河AS株式会社 

（２） 所 在 地 滋賀県犬上郡甲良町尼子1000 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 黒川 通豊 

（４） 事 業 内 容 
ワイヤーハーネス（自動車用組電線）、関連電装部品、及び車載用機能製品群

の設計開発、製造販売 

（５） 資 本 金 3,000百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和25年11月１日 

（７） 純 資 産 6,826百万円 

（８） 総 資 産 33,772百万円 

（９） 大株主及び持株比率 古河電気工業株式会社 100.00％

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当

該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当

しません。 

 



 

 

（２）東京特殊電線の概要 

（１） 名 称 東京特殊電線株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区新橋六丁目１番11号 

（３） 代表者の役職・氏名 取締役社長 立川 直臣 

（４） 事 業 内 容 「光・電線・デバイス」及び「情報機器」の製造販売 

（５） 資 本 金 6,146百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和15年11月22日 

（７） 純 資 産 3,431百万円 

（８） 総 資 産 24,450百万円 

（９） 大株主及び持株比率 

古河電気工業株式会社 

株式会社みずほ銀行 

（常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社） 

株式会社りそな銀行 

高橋 祐子 

トウトク協力会社持株会 

日本証券金融株式会社 

第一生命保険株式会社 

（常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社） 

住友生命保険相互会社 

（常任代理人 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社） 

朝日生命保険相互会社 

（常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社） 

森川 憲三 

33.11％ 

4.55％ 

 

3.38％ 

2.12％ 

2.10％ 

1.37％ 

1.32％ 

 

1.25％ 

 

 

1.06％ 

 

0.92％ 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当

該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当

しません。 

 



 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（所有割合 ：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 

2,760株 

（議決権の数：2,760個） 

（発行済株式数に対する割合：86.25％） 

（取得価額 ：1,656百万円） 

（３） 異動後の所有株式数 

2,760株 

（議決権の数：2,760個） 

（所有割合 ：100％） 

（注）四国電線の発行済株式数は3,200株で、そのうち440株は自己株式であるため、下記の株式引渡期日後にお

いて当社の議決権割合は100％となる見込みです。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成23年６月21日 

（２） 株式譲渡契約締結日 平成23年６月21日 

（３） 株 式 引 渡 期 日 平成23年７月15日（予定） 

 

６．今後の見通し 

上記の子会社化に伴い、平成23年５月６日に公表した平成24年３月期通期の業績予想（連結）を下記のとお

り修正いたします。 

 

平成24年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30

日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

7,300 

百万円

340

百万円

340

百万円 

150 

円 銭

21.21

今回修正予想（B） 8,200 350 340 440 62.21

増減額（B）－（A） 900 10 ０ 290 

増 減 率 12.3 2.9 0.0 193.3 

(ご参考)前期実績 

（平成23年３月期 

第２四半期） 

7,225 381 365 218 31.15

 

平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

15,270 

百万円

840

百万円

840

百万円 

460 

円 銭

65.03

今回修正予想（B） 19,400 1,120 1,090 870 123.00

増減額（B）－（A） 4,130 280 250 410 

増 減 率 27.0 33.3 29.8 89.1 

(ご参考)前期実績 

（平成23年３月期） 
14,901 798 744 357 50.95

以上 


